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2Sp- 5　　　　　　　　　生活情報としての災害情報

　　　　　　　　　　　一情報類型の概念マトリックスと情報評価（I）-

　　　京都文教短大ｏ中村博幸秋尾保子武蔵野女大短大矢内秋生目白学園女子短大池田勝枝

　【目的】　本報告は、19 9 5年mの阪神淡路大震災以降に発信された災害情報を生活

情報としてとらえ、情報の概念マトリックスを用いて分析することによって、災害情報を

　「広義の生活情報」の枠組みで検討し、いくつかの評価観点からの評価を目的とする。

　【方法】　１月17日から約半年間、新聞８紙の関連記事約６万件に対し、概念マトリクス

の各カテゴリー別出現頻度を調査した。分析に用いた概念マトリクスは、「情報の機能的

類型」と「生活者の情報ニーズの類型」からなり、さらに「情報の機能的類型」軸は、情

報のr必要時期j、r要求度j、r生活場面j、r生活行為jなどからなり、F生活者の

情報二－ズの類型」軸は、「状況把握」、「現状の改善」、「物的ニーズ」、「人的ニー

ズ」、「心的ニーズ」からなる。各マトリクス因子はKJ的にキーワードで代表させ、そ

れらのキーワードによって自由語検索を行い、出現頻度を調査した。

　情報評価の観点として、生活者ニーズと情報の機能との間で､①情報の需給バランス（質

的および量的）、②情報の伝達効率（双方向）、③時系列的評価（情報の持続性）、④生

活行為による評価、⑤地域社会（コミュニティ）的評価、などを想定した。

　【結果】　消費者情報を中心とした生活情報から。「（広義の）生活情報」という枠組み

の必要性。情報の出現頻度から、今般の災害情報の偏在と偏向の傾向分布。情報の評価手

法確立の必要性。などが得られた。

2SP-6　　インターネ｡ツト普及による家庭生活への影響と変化

　　　　　　　　　愛知学泉大家政　　　○森屋　裕治　　江川　元偉

　〔目的〕　世界的規模を持つコンピュータネットワークである「インターネット」が家庭
生活の様々な場面にも徐々に普及しはじめた。これは、コンピュ―タ（ハードウェア）を

本格的に生活に導入させ、生活情報機器として活用させることのできるチャンスであり、

家庭生活にどう影響をもたらし変革を与えるのかを慎重に検討すべき時期である。そこで
消費者・生活者としての視点から。家庭生活を考える上でインターネットの普及・導入を

どのように捉えればよいかの試案を述べる。

　〔方法〕　インターネットのもつ性質や特殊性から、インターネットの普及による家庭生
活への影響や、インターネットにおける倫理問題について論じる。

　〔結果〕　インターネットは、確かに非常に大きな可能性を秘めており、また今後の普及
には疑う余地はない。ただし、インターネット社会は何か特別なものというのではなく、

現実の一般社会がもつ倫理観や価値観がそのまま映し出されるため、家庭に導入されるこ
とで、より直接的な影響をもたらすことになる。インターネットの商用利用がすすめぱ、

インターネットがもつマイナス面が指摘されているように、家庭生活にもたらされるリス

クを考慮しなくてはならず、教育機関における消費者教育もそれに対応する必要がある。
インターネット利用が家庭生活の一部として収り入れられる前に、インターネットにおけ

る倫理や規範が確立されるべきであるし、そのためにも家政学の立場から今後もより慎重

にインターネットについて検討していく必要がある。
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